
次期技術試験衛星が目指すサービス像

無人探査機

通信路切換

資源調査船

次期技術試験衛星

船舶

航空機

陸上
（災害対策等）

他衛星（ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ等）

Ka

Ka

Ka
光

光

Ka

陸上
（陸上系通信ｼｽﾃﾑの補完）

開発成果を活用した実用衛星
及び関連技術の国際展開

光
可視地帯の局に
大容量伝送

需要に応じてﾋﾞｰﾑ・
周波数幅可変

Ka

通信の大容量化に伴い、衛星の大容量化・大電力化
を実現、同時に軽量化を図り、ﾄｰﾀﾙ費用を削減
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